
２ 調査会審議経過

委員一覧（25名）

会 長 鶴保 庸介（自民） 猪口 邦子（自民） 木戸口 英司（ ※ ）
理 事 小野田 紀美（自民） 河井 あんり（自民） 田島 麻衣子（ ※ ）
理 事 柘植 芳文（自民） 中西 健治（自民） 浜口 誠（ ※ ）
理 事 二之湯 智（自民） 中西 哲（自民） 牧山 ひろえ（ ※ ）
理 事 小林 正夫（ ※ ） 中西 祐介（自民） 秋野 公造（公明）
理 事 新妻 秀規（公明） 松川 るい（自民） 塩田 博昭（公明）
理 事 柳ヶ瀬 裕文（維新） 吉川 ゆうみ（自民） 伊波 洋一（沖縄）
理 事 伊藤 岳（共産） 石川 大我（ ※ ）

朝日 健太郎（自民） 小沼 巧（ ※ ） （元.10.4 現在）

※ 立憲・国民．新緑風会・社民

（１）活動概観

〔調査の経過〕

本調査会は、国際経済・外交に関し、

長期的かつ総合的な調査を行うため、第

200回国会の令和元年10月４日に設置され

た。

今国会においては、理事会で協議を行っ

た結果、３年間の調査テーマを「海を通

じて世界とともに生きる日本」とするこ

とを決定し、具体的調査項目として、「海

洋資源・エネルギーの確保など海洋の利

活用及び開発の在り方」、「海洋環境をめ

ぐる諸課題及び取組の在り方」及び「我

が国が海洋立国として国際社会を牽引す

るための取組と役割」について、調査を

行うこととした。

（２）調査会経過

○令和元年10月４日(金)（第１回）

調査会長を選任した後、理事を選任した。

○令和元年12月９日(月)（第２回）

調査項目の選定について会長から報告があっ

た。

国際経済・外交に関する調査の継続調査要求

書を提出することを決定した。

閉会中における委員派遣については会長に一

任することに決定した。


